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か とうよしあきら あ だちしげのぶ

１．松山城主加藤嘉明の重臣足立重信

足立重信は，松山城の初代城主加藤嘉明の重
臣である。若い頃から嘉明に仕え，嘉明が関ヶ
原合戦などの戦場に出陣した際には，留守を預
かり，敵の来襲を撃退するなど多くの功績を上
げ，嘉明の信任を得た。
重信は，こうした戦時の働きよりも民政，特

に土木，治水事業で遺憾なくその能力を発揮し
ている。
重信は，１５９５年嘉明に従って淡路の志智城か
ま さきじょう

ら松前城（愛媛県松前町）に移ってきた。嘉明
の命を受け，伊予川（重信川）の治水や石手川
の改修を進め，灌漑を整備して耕地を増やし，
藩庫と領民の収入を増進させた。また，今でも
松山の象徴として天下に誇る名城松山城を築城
し，整然たる城下町を建設したのも重信である。
重信は伊予が生んだ一代の開拓者であり，松山
の繁栄の礎を築いた偉人である。
重信はのちに兼清（または元清）と改名した

が，住民は今でも重信と呼んでその遺徳を偲ん
でいる。
重信の人柄について，記録によると「謹厚剛

毅にして智略あり，恪勤励精倫に絶し，すこぶ
る政務に長じ，ことに土木治水に精通す」とあ
り，武将としても，政治家としても，また技術
家としても優れていただけでなく，立派な人格
の持ち主であったことがわかる。

２．伊予川の治水工事と松前城の拡張工事

足立重信がその本領を発揮したのは，伊予川
の改修工事と嘉明の居城松前城の拡張工事であ
る。
当時の伊予川は，屈曲迂回して道後平野を流

れ，松前城の南を経て海へ注いでいた。川の両

岸にはしっかりとした堤防がなく，洪水がある
たびに両岸一帯の耕地はたちまちにして荒地と
なり，その惨状は目をおおうものがあった。
重信は藩主嘉明の命を受けるや，用意周到な
現地調査や綿密な設計を行い，伊予川の流れを
変え堤防を築く大治水工事を強力に推進した。
その結果，各地に散在していた多くの荒地は，
灌漑が整備されたことにより良田が大幅に増加
し，産米は二十万石を超えた。
領民は重信の徳を慕い，その功績をたたえて，
伊予川を重信川と呼ぶようになった。
伊予川の治水工事は，流域住民だけでなく，
松前城を毎年の洪水から救い，その後の松前城
の拡張工事を円滑順調に進展させ，まさに一石
二鳥の事業であった。

３．石手川の改修

重信が次に命を受けたのは，石手川の改修工
事と松山城の新築であった。
松前城の拡張工事は一応成功したが，城は海
岸沿いにあって，たびたび風波の被害に遭い，
また飲料水が乏しく，決して居城としてふさわ
しい地ではなかった。そのため城主嘉明や心あ
る家臣は，機会をみてより適当な場所へ城を移
すことを願っていた。
嘉明が関ヶ原合戦での手柄が認められたのを
機に，待望の築城を具体化しようとする気運が
一気に高まった。
候補地となった勝山の南麓を石手川が流れて
おり，その流域では治水がうまくいかず，水害
が少なくなかった。
重信は伊予川改修の経験を活かし，まず石手
村に高くそびえ立つ数十メートルに及ぶ岩石を
開削し，水路を西南方向へ約８キロメートル開
通させ，伊予川に合流させる計画を立てた。そ
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して，堅固な築堤と巧妙な水制工事によって治
水を成し遂げ，堤上には竹や木を植えて永久的
なものとした。併せて，旧流域をすべて埋めて
約３００万平方メートル（東京ドーム約６５個分）と
いう膨大な田地を増加させるなど，良田の開拓
を行った。

いわぜき

４．岩堰の難工事

石手川改修工事のなかで重信が一番苦心した
のは，石手村岩堰の開削工事であった。
工事に着手以来一日も自宅に帰らず，近くの

民家に泊って陣頭指揮をとった。高くそびえ立
った岩石を開削するための画期的な工法を模索
したが，のみと槌によりコツコツと掘って行く
以外方法が見つからなかった。そのため，工事
は難航を続け一向にはかどらず，重信は工事の
責任者として焦り苦悶した。遂に重信は，自ら
の技術者としての誇りを捨て，新たな工法の開
発を断念した。
今で言う“人海戦術”に賭けることを決断し，

人夫たちに出来高により報賞を与えるという手
段に切り換えた。すると，工事現場は今までと
は打って変わったように活気づき，勢いこんだ
槌音は高くそびえ立つ岩石の間に響きわたり，
工事は驚くほどの速さで進んでいった。「岩一
升に米一升」という言葉は，このときの重信の
苦衷が生んだものである。
この改修工事の際に重信が考案した，峡谷を

一気に下ってくる激流の勢いを弱めるための
「鎌投げ（直角に岩石を組んだ小さな堰堤を築
き，水勢を緩める仕組み）」は，後年，河川を
改修する際に採用されるほどすばらしいものだ
った。
重信が治水に関して非凡な能力を持っていた

ことについて，「重信の生地である美濃の住民
は，昔から木曽川の氾濫などに悩まされており，
幼少期からそうした環境で育ったので，治水に
ついて非常に関心を持ち研究に努めたからでは

ないか」と言われている。
重信の長い間の苦労が報われ，水路は西南に
向けて開通し，伊予川（重信川）に合流した。

で あい

合流場所を出合といい，それより上流は伊予・
石手の両川で，下流は一つの流れになっている。
出合の傍らには松山出身の俳人正岡子規の碑が
建っている。

ふた て

『若鮎の二手になってのぼりけり』
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５．松山築城

築城に先立ち行われた石手川改修工事はこう
して終わった。
嘉明は重信を普請奉行に任命し，築城一切を
任せた。１６０２年から始まった築城工事は，１６２７
年に嘉明が会津藩主に国替えになるまで，実に
２６年の長期にわたって行われた。重信の努力に
よって完成した五層の天守閣，三ノ丸の館舎，
やぐら もんしょう ざんごう

櫓，門墻（出入口），塹壕（城の周りの堀），倉
庫など高大かつ壮麗な美を究めた天下の名城は
「松山城」と名付けられ，日本一の連立式平山
城と言われている。また，城下ではしっかりと
した町割り（都市計画）に基づいて侍屋敷や商
家の敷地を定め，建設を進めた。また，当時文
化の中心であった寺院を城北へ移設して寺町を
作るなど，彼は都市計画においても開発者とし
て後世に手本を示している。
その頃の勝山は赤土がむき出しで殺風景であ
ったので，重信は山に餌を撒いて小鳥を呼び寄
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せ，小鳥の糞に混じった木の実によって自然に
木を生やすよう苦心したと伝えられている。
その後，松山城に入った久松氏（松平家）の

時代に松を植林する取り組みもあり，いま緑濃
く深山の相をしている松山城の繁りは，ひとえ
に重信の奇知と久松氏の努力の賜物である。

６．「おたた」の協力

松山城は，平山城とはいえ１３２メートルの急
峻な丘の上に築かれるだけでなく，南北二峯に
分かれていた山を切り均すなど，規模の大きい
難工事であった。
城の礎石や石垣用の石材のほとんどは，松前

城のものを使ったが，険しい坂道を通り山頂へ
それを運んだ労力は想像を絶する。
築城工事には，鮮魚や煮干等を入れた桶を頭

上に乗せた松前の行商婦人「おたた」も活躍し
た。桶には魚の代わりに城壁用の大小の石を載
せ，１日に何度も松前と築城現場を往復した。

ご ようびつ

役人はその桶に「御用櫃」と焼印を押して通行
の便を図った。嘉明は，彼女たちの働きを褒め，
桶に御用櫃の焼印がある者には，城内をはじめ
藩内全ての場所での行商を認める特権を与えた。
また，嘉明夫人のお万の方自ら腰元たちの先

頭に立って握り飯を作り，人夫たちに配って士
気を高めたと言われているなど，築城にあたっ
ては，「おたた」をはじめ多くの女性の協力が
あった。

７．重信の最期

重信は積年の過労のため健康を害し，１６２５年
１１月，松山西堀端の自邸において享年六十余歳
で没した。重体に陥った時に，嘉明が永年の労
をねぎらい望みを聞いたところ，「重信の望む
ところはただひとつ，死後は松山城の望み得る

ゆうめいさかい とこ

地に葬られたし。幽明境を異にすといえども常
しえに君を守り，城を守護せん」と粛然と答え

た。自分が普請奉行として全責任を任され建築
に携わった松山城は，まだ建設途上にある。完
成を待たずに死に赴くことは返す返すも遺憾で
あり，死してなお主君を守り城を護りたい，と
いう古武士の面目躍如たる最期の言葉である。
嘉明は深く感動し，涙を流した。重信逝去の
報が領内に伝わると，救世の恩人の死を悼まな
い者はなかった。亡骸は遺言どおり，城北の来
迎寺に手厚く葬られた。この場所は，遥か正面
に松山城を望むことのできる形勝の地である。

足立重信は優れた先覚者であり開拓者であっ
た。しかし，重信にその手腕を十分に発揮させ
て偉業を成し遂げさせたのは，藩主加藤嘉明の
信任である。嘉明・重信の名コンビが松山城を
築き上げ，治水事業を進め，今日の松山の繁栄
をもたらしたといってよい。

来迎寺にある足立重信の墓所

（出典：松山市ホームページ）

以 上
（担当：山崎）

※本編は，渡辺茂雄氏著「四国開発の先覚
者とその偉業」（昭和３９年～４２年四国電力
㈱発行）を原典に編集しています。
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